文革時期を撮った映像と文革社会史 by 土屋 昌明





 2012 年 12 月に私は、同僚の下澤和義さんと編訳で、フランス人のソランジュ・ブラン
（Solange Brand）さんの写真集『北京 1966』を出版した1。この写真集は、1966 年に駐北京
フランス大使館に秘書として滞在したブランさんが、手持ちのカメラで当時の北京の様子を撮
影した写真 40 枚に、編集時にキャプションをつけた上で、当時の自身のメモ、さらに別の編
集者（Kate Fletcher）が 2000 年前後（明示されていない）に中国などでおこなった中国人な






















                                                          
1 ソランジュ・ブラン『北京 1966』勉誠出版、2012 年 12 月。 







（岩波映画製作所、1967 年）であった。このドキュメンタリーは、撮影クルーが 1966 年 8 月






















                                                          
2 その当時より数年前の中国では、映画検閲に対して海賊版映画の地下上映がカフェで盛んにおこなわれ
ていた。私が北京で上映したころは、すでに DVD が家庭に普及して、こうした上映は下火になりつつあ
った。拙稿「中国にとって「民主」とは何か？」丸川哲史氏との対談、『情況』2011 年 6・7 月合併号で言
及したことがある。 































                                                          
3 「シンポジウム 映像としてのアジア――アントニオーニの『中国』」『専修大学社会科学研究所月報』
第 591 号、 2012 年 9 月 20 日。 
































































                                                          
5 拙稿「竹内好と文化大革命―映画『夜明けの国』をめぐって」『専修大学社会科学研究所月報』第 539
号、2008 年 5 月、18～35 頁。 
6 『目撃！文化大革命』177 頁。 





























ニ『中国』を扱い、2011 年 12 月 10 日に下澤さん・杨弋枢さん・劉文兵さんらとシンポを開
                                                          
7 下澤和義「不実な鏡―『中国女』と『夜明けの国』の受容をめぐって」『目撃！文化大革命』145 頁。 
8 「シンポジウム イメージとしての「文化大革命」―映画『夜明けの国』をめぐって―」『専修大学社会
科学研究所月報』第 539 号、2008 年 5 月 20 日。 
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9 前出「シンポジウム 映像としてのアジア―アントニオーニの『中国』」。 
10 拙稿「いま文化大革命をいかに問題化するか」『情況』2010 年 10 月号、125～135 頁。 











リップ・アリエス（Philippe Ariès）が『日曜歴史家』Un historien du dimanche で言った「戦
略の変更」として模索されるべきものだと思う。 
 
＊本稿は、2013 年 1 月 27 日に専修大学神田校舎でおこなわれた「シンポジウム レンズが撮
らえた文革―北京 1966 年から 21 世紀中国への展望」の口頭発表をもとにしている。 
 
                                                          
11 印紅標「中国人の文革観」森瑞枝訳『目撃！文化大革命』150～163 頁。 
12 印紅標『失踪者的足迹 文化大革命期間的青年思潮』香港：中文大学出版社、2009 年。本書については、
拙稿「書評：印紅標『失蹤者的足跡―文化大革命期間的青年思潮』」『専修大学人文科学研究所月報』第 244
号、2010 年 3 月、63～76 頁。ほかに、印紅標「文革後期における青年たちの読書と思想的探求」拙訳『専
修大学社会科学研究所月報』第 585 号、2012 年 3 月 20 日、65～80 頁。 
13 こうした対象への志向は、特に「民間」の学者や芸術家が盛んに実践している。ここでいわゆる「民間」
の歴史的な意味については、銭理群『毛沢東と中国』阿部幹雄ほか訳、青土社、2012 年 12 月を参照され
たい。 
